
              平成 24（2012）年 8月 2日

「平成２４年版 環境報告書 まち･住まいと環境」の公表について

平成２３年度のＵＲ都市機構の事業活動における環境配慮の取組について取りまとめた、

「平成２４年版 環境報告書 まち･住まいと環境」（本編・ダイジェスト）を公表いたします。

記

東日本大震災以降、災害に強く、環境負荷の低いまちづくりへの対応がより強く求められ、

電力不足を背景としたエネルギー削減・有効活用等の機運が高まっています。このような状

況を踏まえ、今回、「震災復興における環境配慮の取組」及び「エネルギー削減・有効活用へ

の取組」をテーマに特集を組みました。

また、昨年に引続き、本編とダイジェストの 2分冊で構成しています。(本編は、省資源を

図るため、ホームページ上のみでの公開です。)

本報告書をご一読いただき、皆様から広くご意見をお伺いし、より一層、環境に配慮して

参りたいと考えております。

なお、本報告書（本編・ダイジェスト）は、www.ur-net.go.jp/e-report/からご覧いただ

けます。

お問い合わせは下記へお願いします。

本社 都市環境企画室

    （電話）０４５－６５０－０６５８

本社 カスタマーコミュニケーション室 報道担当

    （電話）０４５－６５０－０８８７



平成２４年版環境報告書の概要

環境報告書は、環境配慮促進法に基づき、ＵＲ都市機構における平成２３年度の事業活動

に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組状況について報告するために作成したものです。

【ダイジェスト】

環境配慮方針／ＵＲの地球温暖化対策              

○ＵＲ都市機構のまちや住まいづくりにおける、環境について配慮すべき視点

○ＵＲ都市機構の地球温暖化対策推進の基本的な考え方

【特集１】震災復興における環境配慮の取組           

「ＵＲ都市機構が提案する災害復興のすまいづくり４つのキーワード」について紹介

① 「地域の防災拠点整備」

② 「高齢者・子育て層の安心居住」

③ 「環境への配慮」(省エネ徹底住宅等)

④ 「地域に根ざした住宅建設」

【特集２】エネルギー削減・有効活用への取組          

○お住まいの方と連携したエネルギー削減と有効活用への取組

～コンフォール柏豊四季台 3つの『魅える』ＥＣＯプロジェクト ～

○ＵＲ賃貸節電キャンペーン ～緑のカーテン栽培キットの提供～

○ゼロ・カーボン先進街区に向けたまちづくり ～城野地区～

環境にやさしいＵＲのさまざまな取組                

○身近な自然と調和したまちづくり ～うるいど自然公園～

○既存住宅での省エネ改修・再生可能エネルギーを取り入れた施行検証 ～辻堂～

○昭和３０年代に建設された団地のﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ～たまむすびテラスのまちづくり～

○狭い道路や老朽木造住宅地域における防災性向上の取組 ～コンフォール根岸～

○「農(みのり)のまちづくりプロジェクト」への取組 ～木津中央地区～

データで見るＵＲ年次報告                  

太陽光発電量／ＬＥＤ照明／節水トイレ／リサイクルしたコンクリート塊 ほか



【本 編】

【特集１】震災復興における環境配慮の取組

〇ＵＲ都市機構が提案する災害復興のすまいづくり４つのキーワード

〇伊保石地区、錦町地区における災害公営住宅建設事業

〇被災市町村との覚書交換・協定締結の状況

【特集２】エネルギー削減・有効活用への取組

3 つの『魅える』ＥＣＯプロジェクト(コンフォール柏豊四季台)／エネルギーの

見える化で省エネ行動をサポート(シャレール海岸通)／既存住宅での省エネ  

改修・再生可能エネルギー導入の施行検証の実施(辻堂) ほか

ＵＲ-eco プラン２００８（地球温暖化対策実行計画）／マテリアルフローほか

年次報告

1. 環境にやさしいまちや住まいをつくります

   ❶ 都市の自然環境の保全・再生に努めます

     【UR賃貸の屋外空間における緑の確保／ｺﾝﾌｫｰﾙ鶴瀬 みどりのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】 ほか

   ❷ まちや住まいの省エネルギー化を進めます

【省エネ機器の設置／高効率照明・潜熱回収型給湯器等の導入】 ほか

   ❸ 資源の有効利用と廃棄物の削減に努めます

     【長期利用に資する住棟改修／「たまむすびテラス」のまちびらき】 ほか

   ❹ まちや住まいの安全･安心と快適性を確保します

     【密集市街地の改善／道路拡幅整備(根岸三丁目地区)】 ほか

   ❺ 皆様と一緒に環境に配慮したライフスタイルを考えます

【地域配慮型の環境配慮への取組／勝田駅東口 壁画作成プロジェクト】 ほか

2. 環境に配慮して事業を進めます

   ❶ 環境負荷の少ない事業執行に努めます

【建設副産物のリサイクル／既存樹木の有効活用（ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞﾝｸｼｽﾃﾑ）】 ほか

   ❷ 環境に関して皆様とコミュニケーションを深めます

【「ＵＲ賃貸住宅 団地景観フォト＆スケッチコンテスト」の開催】 ほか

有識者意見 東京大学大学院 工学系研究科 都市工学専攻 教授 大西 隆 氏

参考資料    年度計画（環境関連）／主な業務実績 ほか




